
株式会社大成産業の最終処分場に係る地域の概要 

 

１ 申請の概要 

 （１）申請者 住所 稚内市大字宗谷村字増幌 1086 番地 

        名称 代表取締役 村井 雄大 

 （２）申請年月日 令和３（2021 年）６月 30日 

（３）施設の設置場所  

稚内市大字声問村字マクベツ 754 番 351、5861 番、754 番 7-1、754 番 7-2、754 番 350 

稚内市大字声問村字恵北 8407 番、754 番 68、754 番 79 

 （４）施設の種類 施行令第７条第１４号ロ 安定型最終処分場 

 （５）処理する産業廃棄物の種類 

廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器く

ず、がれき類。 

 （６）施設の処理方式 サンドイッチ方式 

 （７）施設の処理能力 面積 16,220 ㎡ 容量 90,200 ㎥ 

 

２ 申請地周辺の状況 

 （１）地勢 

申請地は、稚内市市街地から南東約 13km の地点に位置する。登記上の地目は原野、雑

種地及び山林であるが、現況は原野である。都市計画区域には該当しない。 

周囲の現況は山林である。 

 （２）住宅の存在 

申請地周辺 500ｍ以内に住宅地はない。最寄りの人家は申請地から北約 1.0ｋｍに位置

する。 

 （３）生活環境の状況（利水状況など） 

申請地周辺に水道水源はなく、最も近い水道水源は予定地から南東に約 7.5ｋｍ離れた

声問川支流タツニウシュナイ川上流の北辰ダムである。また、申請地周辺は上下水道普及

済みである。 

申請地からの雨水は、東隣を流れる普通河川のマクンベツ川に流入。その後、２級河川

の声問川に合流し、稚内市声問地区で宗谷湾へ注ぐ。マクンベツ川及び声問川に水利権は

設定されていない。 

 

３ 当該地域における廃棄物処理状況 

 （１）周辺の処理施設 

申請地には申請者の既存の安定型最終処分場が設置されている。また、稚内市内に申請

者の施設以外で稼働中の産業廃棄物最終処分場は存在しない。 

 （２）廃棄物処理の動向 

宗谷管内に現在稼働中の安定型最終処分場は申請者の既存施設を含めて６箇所、管理型



最終処分場は１箇所設置されている。申請者の施設において稚内市内及び近郊町村の工事

現場、各事業場から排出される産業廃棄物の最終処分が行われている。既存安定型設置当

初 69,510 ㎥の残存容量は現在約 53,131 ㎥となっている。（令和３年（2021 年）３月末時

点） 

 

４ 当該申請に係る関係市町村及び住民の意見等 

 （１）縦覧期間 

    令和３年（2021 年）７月 27 日（火）から８月 27 日（金）まで 

 （２）市町村長の意見 

    令和３年（2021 年）９月 10 日（金）まで 

 （３）利害関係者の意見 

    令和３年（2021 年）９月 10 日（金）まで 

 

５ 申請者の廃棄物処理業の状況等 

 （１）廃棄物処理業の許可取得状況 

申請者は申請地において平成 24 年（2012 年）10月 30 日に安定型最終処分場設置許可

を取得し、平成 25年（2013 年）11月に安定型最終処分場の設置を完了（平成 25年

（2013 年）11月 28 日付け宗環生第 1076-2 号にて技術上の基準の適合通知）し、当地に

て産業廃棄物処分業を行っている。 

 （２）申請者への立入検査 

申請者から、令和２年（2020 年）10月 14 日付けで北海道循環型社会形成の推進に関す

る条例第 37 条第１項の規定に基づく特定施設の変更に係る事業計画書が提出された。こ

れを受け、同年 10月 30 日に設置予定場所の現地調査を実施し、申請書記載どおりの現況

であることを確認した。申請者事業場に対する立入検査は直近では令和３年（2021 年）

６月３日に実施している。 

 （３）申請者への不利益処分等の状況 

処理業許可取得時より現在まで不利益処分は行われていない。 

 

６ その他 

 （１）関係市町村との協議状況 

令和３年（2021 年）６月 10 日、地元自治体である稚内市と公害防止協定を締結済みで

ある。 

 （２）他法令の規制 

林地開発行為について稚内市建設産業部に申請し、許可取得済みである。その他法令は

該当無し。 


